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本年５月24日、日本青年会議所主催の車座

対話※に鈴木大臣が参加しました。

テーマは、「ソーシャルマインドを醸成す

るための地域金融機関による伴走型支援」で

した。車座対話には、日本の各地域の事業者

の方々が参加されました。

参加者の皆様からは

・事業者は、社員などのステークホルダー

に経営理念を共有し、地域と共に成長し

ていく取組みを行っている

・財務に必ずしも反映されない事業者の

このような取組みについて地域金融機関

はどう評価すべきか

・また、地域金融機関がこうした取組みを

どのように支援していくべきか

といった点について、様々なお話やご示唆

をいただきました。

それぞれのお立場から具体的なご指摘、ご提

案をいただけたという点で 、非常に実り多い

議論を行うことができたと感じています 。

金融庁では、いただいたご意見も参考にしな

がら、地域金融機関による、地域の事業者の

社会課題の解決に向けた取組みの支援を一層

促してまいります。

鈴木内閣府特命担当大臣（金融）車座対話に参加
～ソーシャルマインドを醸成するための

地域金融機関による伴走型支援 ～

写真：車座対話で発言する鈴木大臣

※ 昨年10月８日の、岸田首相の所信表明演説にて、全閣僚が、様々な方と車座対話を積み重ね、その上で、国民

のニーズに合った行政を進めているか、徹底的に点検する旨の指示がありました。これを受け、昨年11月26日

に金融庁でも、「国民の資産形成と金融リテラシー」をテーマに、鈴木大臣の車座対話を開催しました。

令和３年11月26日の車座対話の模様：https://www.fsa.go.jp/kouhou/kurumaza/tokyo20211126.html

写真：車座対話の様子

写真：参加メンバー
（注）手の形は「八方よし」の数字の８
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１．背景

気候変動はグローバルに解決が必要な喫

緊の課題です。カーボンニュートラルの実

現には、すべての産業が、パリ協定の目標

達成に資する「トランジション（移行）」

の取組みを進めるとともに、その取組みを

適切に評価し、資金供給を促す「トランジ

ションファイナンス」が重要です。

金融庁では、本年５月26日に、虎ノ門ヒ

ルズフォーラム及びオンラインにて、この

「トランジション」に焦点を当て、ネット

ゼロへのトランジションのパスウェイ（道

筋）や、トランジションファイナンスの役

割について議論を行う、国際シンポジウム

を開催いたしました※１。

本稿では、本シンポジウムの概要をご紹

介します。

２．シンポジウムの概要

本シンポジウムでは、トランジションと

いう差し迫った課題を解決するため、産業

界、金融界、政府機関、外部評価機関を含

む国内外の主要なステークホルダーを一堂

に会する場を設けたいという考えのもと、

日本国内に留まらず、シンガポール・アメ

リカ・ヨーロッパ諸国より、産業界・金融

界・政府関係者約30名にご登壇いただきま

した。当日は、会場・オンラインの参加を

合わせ、約850名の参加がありました。

当日の議論の流れは以下のとおりです。

◆開会挨拶

鈴木大臣から、世界に先駆けて日本政府

がトランジションファイナンスの重要性を

訴えてきたことや、日本政府・金融庁の取

組みについて紹介がありました。また、ト

ランジションファイナンスに関しては、こ

うした政府の取組みに留まらず、民間主導

の動きも活発であり、気候変動という課題

の解決のために、本シンポジウムに集まっ

た官民の関係者が国境を越えて協力をする

ことが大事であるといった旨のメッセージ

がありました。

◆基調対談

マーク・カーニー ネットゼロのためのグ

ラスゴー金融同盟（GFANZ）※２議長と、水

野弘道 革新的ファイナンス及び持続可能な

投資に関する国連事務総長特使より、

GFANZの作業、とりわけ本シンポジウムの

テーマである、脱炭素へのトランジション

が難しいセクター別のパスウェイの検討や、

金融機関のトランジション計画に関する作

業について紹介がありました。また、新興

国支援・脱炭素に向けた技術革新（イノ

ベーション）支援に果たす日本の役割への

期待が聞かれました。

トランジションファイナンスに関する
金融庁主催の国際シンポジウム
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写真：開会挨拶する鈴木大臣

※１ シンポジウムの詳細については、特設サイトhttps://supportoffice.jp/fsasustainable2022/をご参照ください。
※２ Glasgow Alliance for Net Zero：2021年４月、マーク・カーニー国連特使を議長とし、金融界が業態別にネッ

トゼロを目標とする取組を統合する戦略的フォーラムとして発足。GFANZが傘下に置く業態別の取組には、

450以上、総資産130兆㌦（約1.69京円）以上の金融機関が参加。

https://supportoffice.jp/fsasustainable2022/


◆パネルディスカッション１「カーボン

ニュートラルへの挑戦と課題」

ディスカッションを始めるにあたり、シ

ンガポール金融管理局（MAS）のダリア

ン・マクベイン チーフ・サステナビリ

ティ・オフィサーより、アジアにおける脱

炭素に向けた挑戦と機会について、基調講

演が行われました。

続くディスカッションでは、セクター別

のパスウェイをグローバルで、また日本国

内で描く取組みや、その背景となる国内外

のエネルギー事情、トランジションファイ

ナンスの重要性について議論が行われまし

た。

◆パネルディスカッション２「ネットゼロ

達成に必要なトランジションパスウェイ

続いてのパネルでは、より実務的な議論

を行うため、「鉄鋼」「航空」「電力」の

３つのセクターごとの分科会に分かれ、パ

リ協定の目標を達成するための信頼できる

パスウェイの在り方について議論しました。

セクターごとに、グローバル/日本における

パスウェイの策定者、代表的な企業、投資

家や外部評価機関をパネリストとして招き、

ネットゼロを達成するための技術的な課題

や国内外の産業界の取組み、投資家・評価

機関がパスウェイや企業の移行戦略を評価

するうえでの目線について紹介いただくと

ともに、産業界や金融界が対話を通じて意

見交換し、協力して対応することの重要性

が再確認されました。

◆パネルディスカッション３「秩序だった

トランジションを達成するファイナンス

最後のパネルでは、銀行・資産運用会

社・機関投資家の立場から、フォワード

ルッキングに企業のトランジションを評価

するための金融機関の目線や現時点での日

本企業の評価、技術革新や顧客とのエン

ゲージメントの促進方法、地域差や産業

界・金融界の間に生じ得るギャップへの解

決策などについて議論が行われました。

◆閉会挨拶

天谷金融国際審議官から、高排出セク

ターの企業にアプローチする、事業体ベー

スの日本のトランジションファイナンスへ

の取組みに関する説明や、本シンポジウム

が、パリ協定の実現に向けた長い旅路の礎

となることへの期待が述べられました。

３．結び

本シンポジウムは、サステナブルファイ

ナンスについて、金融庁が主催する最大級

のシンポジウムとなりました。コロナ禍や

不安定な国際情勢が続く中ではありますが、

持続可能な社会の実現に向けた不断の努力

を行うために不可欠な、産業界・金融界等

の垣根を超えた協力の輪が、更に広がる一

助となっていればと願っております。

末筆になりますが、参加いただいた皆様、

イベントの周知にご協力くださった国内外

の関係者の皆様に感謝申し上げます。
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写真：シンガポール金融管理局(MAS)のダリアン・
マクベイン チーフ・サステナビリティ・
オフィサーによる基調講演の様子

」

」
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時間 プログラム 登壇者

13:30 開会挨拶（収録） 鈴木 俊一氏（内閣府特命担当大臣(金融)）

13:35 基調対談（収録）
Mark Carney氏（気候変動対策・ファイナンスに関する国連事務総長特使・GFANZ議長）

水野 弘道氏（革新的ファイナンス及び持続可能な投資に関する国連事務総長特使）

14:10
パネルディスカッ
ション①基調講演

Darian McBain氏(シンガポール金融管理局（MAS）チーフ・サステナビリティ・オフィ
サー）

14:20
パネルディスカッ
ション①議論

Sonja Gibbs氏（IIF, Managing Director, Head of Sustainable Finance, Global Policy 
Initiatives）

梶川 文博氏（経済産業省産業技術環境局 環境経済室長）

Adam C.T. Matthews氏（Transition Pathway Initiative, Chair）

山下 ゆかり氏（日本エネルギー経済研究所, 常務理事計量分析ユニット担任）

モデレーター：高田 英樹氏（金融庁 総合政策局 総合政策課長）

15:30

パネルディスカッ
ション②分科会
鉄鋼セクタ―

秋元 圭吾氏（地球環境産業技術研究機構システム研究グループリーダー・主席研究員）

堂野前 等氏（日本製鉄 環境部部長代理 / 日本鉄鋼連盟国際環境戦略委員会委員長）

Kevin Ranney氏（Sustainalytics, Senior Vice President, Corporate Solutions Director）

Tony Rooke氏（GFANZ, Executive Director, Climate Transition Planning and Sectoral）

モデレーター：近藤 崇史氏（環境省環境経済課 環境金融推進室長）

パネルディスカッ
ション②分科会
航空セクター

Pierre Briens氏（BNP Paribas, Head of Aviation Finance Asia-Pacific）

藤原 勇二氏（国際航空運送協会（IATA）, 日本代表）

Sami Jauhiainen氏（Neste, Vice President of Asia-Pacific, Renewable Aviation）

小川 宣子氏（日本航空, ESG推進部長）

吉村 源氏（国土交通省航空局 航空機技術企画室長）

モデレーター：髙橋 沙織氏（金融庁 総合政策局総務課国際室）

パネルディスカッ
ション②分科会
電力セクター

Giulia Genuardi氏 (Enel Spa, Head of Sustainability Planning & Performance Management 
and Human Rights）

Jakob Thomae氏（2° Investing Initiative, Co-founder and Executive Director ）

冨田 基史氏（電力中央研究所, サステナブルシステム研究本部（兼）社会経済研究所 主任
研究員）

Mats Rinaldo氏（DNV, Deputy Director of Energy Transition Programme）

酒入 和男氏（株式会社JERA, 取締役 副社長執行役員 財務・経理管掌（CFO)）

モデレーター：黒崎 美穂氏（気候変動・ESGスペシャリスト ）

16:45
パネルディスカッ

ション③

Simon Connell氏（スタンダードチャータード銀行, Global Head of Sustainability 
Strategy）

石川 知弘氏（三菱UFJフィナンシャルグループ, 経営企画部渉外室長）

Keith Tuffley氏（シティグループ, Vice Chairman, Global Co-Head, Sustainability & 
Corporate Transitions）

Emily Woodland氏（ブラックロック, APAC Co-Head of Sustainable Investing, 
BlackRock）

銭谷 美幸氏（第一生命保険株式会社運用企画部フェロー / 第一生命ホールディングス株式
会社 経営企画ユニットフェロー）

モデレーター：池田 賢志氏（金融庁チーフ・サステナブルファイナンス・オフィサー）

17:50 閉会挨拶 天谷 知子氏（金融庁金融国際審議官）

（参考）タイムテーブル・登壇者



令和４年４月28日（木）、今事務年度４回目

の財務局長会議※を開催しました。今回の会議は、

対面とＷＥＢ会議を併用して開催したところ、

黄川田内閣府副大臣（金融担当）及び宗清内閣

府大臣政務官（金融担当）は、財務局長や金融

庁幹部が集まる会議室にて、挨拶をいたしまし

た。

＜黄川田副大臣挨拶＞

黄川田副大臣より、「事業者支援の徹底等」、

「災害対応」の２点について、以下の発言があ

りました。

第１に、事業者の資金繰り支援に積極的に取

り組むことが重要であることから、各財務局よ

り地域金融機関に対し、「原油価格・物価高騰

等総合緊急対策」（本年４月26日決定）で講じ

られた支援メニュー（セーフティネット貸付の

更なる金利引下げ、政府系金融機関による実質

無利子・無担保融資等の本年９月末までの延長

等）を有効活用するなど、事業者の資金繰り支

援に関し、引き続き柔軟な対応を促していただ

きたいこと。

また、今後は、増大する債務に苦しむ事業者

の再生支援等も一層重要な課題であることから、

各財務局より地域金融機関に対し、「中小企業

の事業再生等に関するガイドライン」（本年４

月運用開始）や「中小企業活性化パッケージ」

（本年３月策定）といった施策の有効活用など、

適切な対応を促すとともに、各財務局において

も、各地域における関係機関とも

一層密に連携して、実効性のある

事業者支援態勢の構築・強化に努

めていただきたいこと。

第２に、本年３月16日深夜に福

島県沖を震源とする地震が発生し

たところ、各財務局において、休

日や夜間の連絡体制等といった災

害発生時の対応を改めて確認する

など、万全の態勢を整えていただ

きたいこと。

＜宗清大臣政務官挨拶＞

宗清大臣政務官より、「サイバーセキュリ

ティ対策の強化」、「システムリスク管理態勢

の強化」の２点について、以下の発言がありま

した。

第１に、サイバーセキュリティ対策は、地域

金融機関にとっても重要な課題であるところ、

「金融分野のサイバーセキュリティ強化に向け

た取組方針（Ver.3.0）」（本年２月公表）や、

サイバー攻撃に関する複数回の注意喚起を行っ

たことに触れつつ、各財務局において、サイ

バーインシデント発生時の対応や、地域金融機

関のサイバーセキュリティ対策の強化に向けた

取組みについて、引き続き、金融庁と連携して

対応いただきたいこと。

第２に、本年３月に発生したシステム障害事

案に触れつつ、障害事案の発生に備え、引き続

き財務局と金融庁との間でしっかり連携いただ

きたいこと。

財務局長会議では、副大臣及び大臣政務官か

らの挨拶のほか、長官はじめ金融庁幹部から、

金融行政の当面の課題や金融庁の取組み等につ

いて説明を行いました。こうした課題等につい

て、財務局長と認識を共有するとともに、引き

続き金融庁・財務局が一体となって取り組んで

いくことを確認しました。

財務局長会議
～黄川田副大臣と宗清大臣政務官による挨拶～
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写真：財務局長会議で挨拶をする黄川田副大臣（左）
と宗清大臣政務官（右）

※ 金融庁では、法令に基づき、地域の民間金融機関等の検査・監督に係る権限の一部を全国11の財務省財務

（支）局等（沖縄総合事務局を含む）に委任しているところ、金融庁と財務（支）局等との間で十分な連

携を図る観点から、３か月に一度、財務（支）局長等及び金融庁幹部が集まり、開催する会議。
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本年５月25日、金融庁地域金融支援室及び地

域課題解決支援チーム※１は、「霞が関ダイアロ

グ」※２をオンラインで開催しました。全国各地

の地域金融機関や地方公共団体等をはじめ施策

に関心のある担当者等、今回も約100名の方々に

参加いただきました。

冒頭に、地域課題解決支援チームのメンター

である堀本善雄審議官から「霞が関ダイアログ

は、心理的安全性を確保し、自由闊達な意見交

換ができる場づくりに努めていることから、省

庁からのプレゼンテーターや金融機関等の参加

者の皆さまには、間違った発言をしてはいけな

い、などと考えず、ぜひ積極的なプレゼンテー

ションに対するフィードバックや意見交換への

参加をお願いしたい」との挨拶から始まりまし

た。

今回の「霞が関ダイアログ」も、主催する金

融庁を含め６府省庁が連携し、デジタル田園都

市国家構想、環境施策や農林分野、地域経済分

析等の幅広いテーマが各府省庁担当者から紹介

された後、施策担当者と参加者、参加者同士に

よる活発な議論が交わされ、施策における理解

を深めるとともに、参加者からも、それぞれの

地域の取組みや課題が共有されました。

参加者からは「施策担当者に直接質問が出来

る機会が得られたことで、今後の地域における

取組みの活用に向けて、理解が深まった」「企

業や地方公共団体のデジタル化支援等を通じた

地域の相談が増えている中、各府省庁の制度に

対する考え方の一端を聞くことができ、参考に

なった」「公募期間中の施策もあり、効果的な

時期に聞くことができたため、地域における取

組みの検討・支援に向けて活用を検討したい」

といった声が聞かれるなど、早速、各地域の取

組みに活かそうとする動きもみられました。

今後も、金融庁地域金融支援室／地域課題解

決支援チームでは、各府省庁と地域、地域と地

域をつなぐことで、施策の浸透・好事例の展開

を引き続きサポートしていきます。

「霞が関ダイアログ」オンライン開催～各府省庁施策を紹介～
監督局総務課地域金融支援室 主査 住本 史也

政策解説コーナー

～ 各府省庁の施策紹介 ～

デジタル田園都市国家構想
～ デジタル田園都市国家構想推進交付金
の活用事例を踏まえて ～

デジタル庁

ESG地域金融促進事業のご紹介 環境省

農山漁村発イノベーションの推進につい
て ～ 農山漁村の活性化に向けて ～

農林水産省

※１ 「地域課題解決支援チーム」については、

https://www.fsa.go.jp/policy/chiikikadaikaiketsushien-team/chiiki-kadai-top.htmlをご参照ください。
※２ 「霞が関ダイアログ」：金融庁地域支援室及び地域課題解決支援チームと各府省庁が協働で企画し、各府省

庁等の実務担当者と金融機関や地方公共団体の現場職員が直接対話する機会を通じて、地方創生を目的とし

た各府省庁施策や取組みの理解を深め、各地域における取組みの促進を図るもの。

～ 告知ピッチ ～

都市農地の保全活用について 国土交通省

地方創生のための地域におけるデータ利
活用の推進 ～ RESASの活用 ～

内閣府

写真：「霞が関ダイアログ」の様子

写真：司会・運営の様子

https://www.fsa.go.jp/policy/chiikikadaikaiketsushien-team/chiiki-kadai-top.html


金融庁では、本年３月11日に公的保険制度に

関するポータルサイトを開設※したところ、開設

の経緯などについて、担当者へのインタビュー

を行いました。

問１ 公的保険の解説に金融庁が注力していま

す。公的保険は厚生労働省が担当なので

不思議です。まずは、金融庁の取組みの

概要を教えてください。

【西沖】

本年３月11日に、公的年金、公的医療保険な

どの公的保険制度を分かりやすく解説するポー

タルサイトを金融庁のウェブサイト上に開設し

ました。これは金融庁のウェブサイトで見られ

るだけでなく、プリントアウトをしてリーフ

レットとして活用することも可能です。ご指摘

のとおり、公的保険の担当は厚生労働省ですの

で、同省に監修をしていただいています。

【山﨑】

また、本年４月25日に、厚生労働省は、働き

方・暮らし方の変化に応じて、将来受給可能な

年金額を簡単に試算できる「公的年金シミュ

レーター」の試験運用を開始していますが、金

融庁としても先ほど申し上げたポータルサイト

上でもご案内したり、金融業界に周知するなど、

その広報活動を連携して行っています。

問２ 次に、取組みの狙いを教えてください。

【西沖】

民間保険に加入いただく際

には、お客様が個々のライフ

プランやリスクなどをきちん

と理解され、過不足無く保険

を選んでいただくことが重要

です。わが国では、公的保険

制度が充実していますから、

自らの抱えるリスクを理解す

るためには、公的保険でカバ

ーされる範囲についても理解

いただいたうえで保険加入をご検討いただくこ

とが重要だと考えております。

そこで、公的保険の理解を促すよう、先ほど

申し上げた取組みをしています。

【山﨑】

民間保険を販売する際も、公的保険制度をお

客様に理解していただいた上で販売商品の説明

をすれば、お客様に商品の必要性を理解してい

ただいたり、納得感が得られるなど、顧客本位

の業務運営につながるという考えもあると思い

ます。その際、保険業界の皆様にこうしたツー

ルを活用いただくこともあり得るかと思ってい

ます。具体的な保険募集の在り方は、保険会社

や保険募集人の創意工夫に委ねられるべきもの

だと考えますので、必ず活用していただきたい、

というわけではありませんが、その一助になれ

ば幸いです。

問３ 公的保険制度を解説するポータルサイト

では具体的に何が学べるのでしょうか。

【西沖】

これは、顧客が抱えるリスクを、ケガ・病気、
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省庁の垣根を越えた公的保険の広報
～公的保険への理解が過不足のない民間保険商品の選択につながる～

監督局保険課 課長補佐 西沖 悠
課長補佐 山﨑 一郎

政策解説コーナー

※ 本年３月11日公表「公的保険制度を解説するポータルサイトの開設について」は、

https://www.fsa.go.jp/news/r3/hoken/20220311.htmlをご参照ください。

写真：今回インタビューを受けた監督局保険課
西沖補佐（左）と山﨑補佐（右）

https://www.fsa.go.jp/news/r3/hoken/20220311.html


老齢、死亡などのいくつかのタイプに分けて、

それぞれに応じて、どのような公的保険制度が

あるか、また、それに応じた主な民間保険とは

何があるかを分かりやすく解説したものです。

さらに詳細を知りたい場合は厚労省ウェブサ

イトなどに進んだり、照会窓口にお電話いただ

いたりもできるように工夫しています。

【山﨑】

例えば、長生きするリスク

に対して年金があることは良

く知られていると思いますが、

死亡リスクに遺族年金がある

ことや、ケガや病気に備える

仕組みとして毎月の自己負担

上限額を定める高額療養費制

度があることなどは、意外に

知られていない部分もあるか

もしれません。そうしたこと

が一覧化されていることには意義があるのでは

ないかと考えています。

民間保険への加入をご検討されている方に、

ポータルサイトで公的保険制度について知って

いただくことで、ご自身にはどのような民間保

険が必要かを考える一助になることや、保険の

勧誘の際に、その方のニーズを的確に引き出し

た提案がされることにつながれば幸いです。

問４ 今後の取組みの方針を教えてください。

【西沖】

昨年12月28日に、保険会社向けの監督指針を

改正し、保険会社・保険募集人が民間保険を提

案する際には、公的保険についても、各社の創

意工夫のもとで適切に説明をして欲しい、とい

う点を監督上の着眼点として明確化しました。

【山﨑】

現在、それに基づいて、公的保険の説明の在

り方について業界の皆様と対話をしているとこ

ろです。公的保険を補完する関係にある保険商

品を販売している会社においては、実際に保険

を販売する中で、自社商品の保障内容を踏まえ

て公的保険の保障内容について説明・情報提供

を行うことは重要だと考えます、とおっしゃっ

ている社がほとんどです。また、公的保険の保

障内容に関する説明・情報提供の重要性を踏ま

えて、保険募集人に対する教育や、顧客に対す

る説明に当たっての取組みなどにおいて、創意

工夫を行っている会社があることも確認できま

した。

【西沖】

今申し上げたような点も含め、対話の結果に

ついては、今夏に保険モニタリングレポートで

記載して明らかにしたいと思っていますし、そ

の後も継続していきたいと考えています。

また、公的保険の周知も含めた保険教育のた

めの施策についても、引き続き取り組んでいき

たいと考えています。そのためには、厚生労働

省とも、省庁を超えた連携を継続していきたい

と考えております。

～～以下、厚生労働省からのコメント～～

厚生労働省は、スマートフォンやタブレット

で、年金額を簡単に試算できるツール「公的年

金シミュレーター」の試験運用を本年４月25日

から開始しました。日本年金機構から送付され

る「ねんきん定期便」に記載の二次元コードを

読み取り、生年月日を入力するだけで、ライフ

スタイルに応じた将来の年金額を手軽に試算す

ることができます。

「公的年金シミュレーター」は欧米諸国の先

進的な取り組みを参考に、ファイナンシャルリ

テラシーの世界的権威であるペンシルベニア大

学のOlivia S. Mitchell教授をはじめとする専門家

からの御助言をいただき制作したコンテンツで

す。

今後、金融庁とも連携の上、「公的年金シ

ミュレーター」が幅広く活用されることを目指

して取組みを進めてまいります。

（厚生労働省年金局総務課年金広報企画室

的羽・菊地・新藤）
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金融行政の国際交渉の総本山（スイス バーゼル）
欧州駐在 朝倉 利恵

１．はじめに

海外駐在として現在スイスのバーゼルに住んで

います。スイスでの生活や駐在の業務内容につい

てご紹介させていただければと思います。

２．BIS90周年記念

バーゼルに住んで感じたことは、規模に比して

高い文化水準、リベラルな街、物価が高い、文

化・言語・地理的に仏独伊が近い（他国からの通

勤者多数）、といったことですが、金融関係者の

方々にとってまず思い浮かぶのは駅前の丸い国際

決済銀行（BIS）タワーではないでしょうか。BIS

タワーには少し前まで設立90周年記念の垂れ幕が

掛かっており、昨年10月～11月には建物内の一部

が一般公開されていました。

BISは第一次世界大戦のドイツからの賠償金の

徴収と分配のために1930年に設立され、その後各

国中央銀行にとって重要な意見交換の場を提供し

てきました。今回の一般公開では、こういった

BISの歴史や、ヘルシュタット銀行の問題をきっ

かけに1974年に設立されたバーゼル銀行監督委員

会に事務局機能を提供するようになった経緯など

が、映像と共にドイツ語及び英語で紹介されまし

た。また、紙幣をデザインして印刷したり、クイ

ズコーナーがあったりと、子供も楽しみながら金

融を身近に感じることができるような工夫がなさ

れていたことも印象的です。BISタワーは18階に

全面ガラス張りになった眺望スペースがあり、

BISのメンバーである63中央銀行への距離と方角

が示されていますが、これも一般公開され、多く

の家族連れが写真を撮っていました。8,000人を

超えるバーゼル市民が来訪したようです。バーゼ

ルは、後述する市を挙げてのお祭りや、大手企業

による美術コレクションの寄贈といった文化的貢

献など、市民との関わりが重視されており、国際

機関であるBISのこういった取組もそのうちの一

つではないかと感じました。

３．現在のスイス

無事BISタワーが一般公開されましたが、コロ

ナの影響で一年遅れての開催でした。今ではスイ

スの規制はすべて撤廃され、公共交通機関内のマ

スクも不要となり、BISタワーへの出勤割合も

徐々に増えている状況です。本年２月には、スイ

ス最大のお祭り、ファスナハトも３年ぶりに開催

されました。ファスナハトはユネスコ世界無形文

化遺産にも認定された由緒あるお祭りで、月曜日

早朝４時からパレードが開始されます。今年はお

天気に恵まれていましたが、大雪の中実施される

年もあるようです。バーゼルの人口が17万人ほど

の中、仮装した1万人以上の人がわざと少し音を

外したピッコロやドラムなどを演奏して練り歩き、

その期間、バーゼル名物のトラムも路線が変更さ

れます。あまりの大音量なので、場所によっては

在宅勤務が困難で睡眠も妨げられますが、このた

めに一年間準備に費やしてきたバーゼル市民がす

べてを出し切る３日間で、まさに街を挙げてのお

祭りです。

４．バーゼルでの業務について

欧州駐在として、金融安定理事会（FSB）の気

候関連の部会や、気候変動リスク等に係る金融当

局ネットワーク（NGFS）のワークストリーム

（WS）に参加しています。欧州当局や金融機関9

海外からの寄稿

写真：気候を担当するFSB事務局員Kathy Huynh氏
とBISタワー内で（筆者は写真左）



との対話や、欧州で開催されるカンファレンス等

への参加も重要な任務ですが、コロナ後はバー

チャル会合ばかりとなってしまいました。グラス

ゴーで開催されたCOP26に参加し、最近は少しず

つ物理会合が増えています。オンラインになって

も欧州駐在の時差のメリットは大きく、五大陸か

ら参加するNGFSの会合や、頻繁に実施されるド

ラフティング作業などへの参加が可能です。地の

利を生かし、日本の取組について日常的に事務局

等と話すことで、会議での発言の裏にある事情を

共有し、お互いの理解を深めることができるよう

に思います。特に気候変動は誰にとっても新しい

分野であり、各当局の具体的な取組に関心が強く、

早い段階で発信していくことが重要だと考えてい

ます。

本年４月末にはFSBから「気候関連リスクに対

する規制・監督手法：中間報告書」が公表されま

した。金融安定の確保をマンデートとするFSBと

して、気候変動から生じるシステムワイドな金融

リスクに注目した文書で、気候関連データの収集

やシステミック・リスクへの規制・監督対応にお

いて当局が考慮すべき事項などについて、６月30

日まで広く意見が求められています。NGFSから

も「グリーン及びトランジション・ファイナンス

に係る市場の透明性の向上」や「気候関連リスク

によるリスク差異の把握」などの文書が公表され、

近日中にはシナリオの改訂版が公表される予定で

す。気候変動への対応は実施局面に入っており、

文書の中でも各法域における対応事例が紹介され

るなど、実務的な課題の共有が進められています。

５．NGFSの組織改編

NGFSは、本年１月に欧州中央銀行（ECB）の

フランク・エルダーソン議長が退任し、シンガ

ポール金融管理局（MAS）のラビ・メノン長官が

議長に、独連銀のサビーネ・マウデラー理事が副

議長に就任し、５月から体制も刷新されました。

これまでのWS1(Microprudential/Supervision)

は、Supervisionという名前に変わり気候関連リス

クに係る監督上のプラクティスについて議論する

予定で、議長はシンガポールMASからカナダ金融

機関監督庁（OSFI）のJamey Hubbs氏に引き継が

れました。WS2（Macrofinancial）は、Scenario

Design & Analysisという名前に変わりNGFSシナ

リオの策定や検討を行う予定で、議長は英中銀か

らECBのCornelia Holthausen氏に引き継がれてい

ます。WS3（Scaling up green finance）は金融

政策（議長：英中銀James Talbot氏）とNet Zero

for Central Banks（共同議長：伊中銀Paolo

Angelini氏及びニュージーランド準備銀行Simone

Robbers氏）の２つのWSに分かれることとなりま

した。また、自然関連リスクのタスクフォース

（共同議長：仏中銀Sylvie Goulard氏及び蘭中銀

Saskia de Vries氏）とキャパシティ・ビルディン

グとトレーニングのタスクフォース（共同議長：

マレーシア中銀Madelena Mohamed氏及びBIS

Jeffery Yong）が設置されています。

６．駐在について

ニューヨーク、ロンドンに続き今回３回目の駐

在任務であり、それぞれリーマン・ショック、ブ

レグジット、コロナと、大きな出来事を現地で経

験することとなりました。現地当局と幅広いア

ジェンダについて意見交換できることにやりがい

を感じるとともに、リモート環境が大きく改善さ

れたとは言えやはり日本への距離は遠く、日本に

ついての理解を深めることが難しいのが課題でも

あります。

現地当局と話す中で、政策に関する迷いや日々

の作業における細かな苦労など当局者として抱え

る悩みは意外にも同じであることに気づかされま

す。そのうえで、滞在国も自分の年齢もリモート

の業務環境も大きく異なる中で、個人的には駐在

の役割はそれほど大きく変わっていないのではな

いかと思っています。日々感じている問題認識を

共有することで、交渉だけでは得られない共感や

課題解消に向けた関係構築ができるように思いま

す。またそれは、現地の日系金融機関の方々との

関係にも言えることです。海外にいるとオール

ジャパンとして官民の垣根は無くなり、組織を超

えた議論をさせていただけるように感じています。

こういった関係は、組織にとっても駐在員にとっ

ても、短い駐在期間だけではなく、長期的な財産

になると思っています。
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編集後記

新たな企画として、

今月号に担当者へのインタビューを掲載しました。

「政策の解説記事は文章が固くて読みにくいことが多い。

インタビュー記事のほうが、リズム感があって読みやすいのでは」

という意見を参考にしました。

このようなインタビュー記事をこれからも掲載してまいります。 金融庁広報室長 齊藤 貴文
編集・発行：金融庁広報室

 高校向け金融経済教育指導教材のPDF版の公表（５月10日）

 金融関係団体等に対し、「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」を踏まえた資金繰り支援
の徹底等について要請（５月11日）

 「Regional Banking Summit （Re:ing/SUM）地域金融のチカラでつくる未来」における
取組み（５月12日）

 ギャンブル等依存症問題啓発週間（５月14日～５月20日）

 「記述情報の開示の充実に向けた解説動画」の配信（５月18日）

 「金融商品取引法施行令の一部を改正する政令（案）」等のパブリックコメント結果（５
月18日）

 金融教育の時代に必須の取組！若年層取引につなげる情報提供（５月20日）

 天谷金融国際審議官によるResponsible Investor「RI Japan 2022」における基調講演（５
月25日）

 「金融サービス利用者相談室」における相談等の受付状況等（期間：令和４年１月１日～
同年３月31日）の公表（５月27日）

 預金口座の不正利用に係る情報提供件数等の公表（５月27日）

 「資産運用業高度化プログレスレポート2022」の公表（５月27日）

・ Twitter 金融庁公式アカウント
https://twitter.com/fsa_JAPAN

・ 本誌へのご意見・ご感想は以下のメールアドレスから
「金融庁広報室内アクセスFSA担当者」宛にお送りください。

E-mail : fsa_kouhou@fsa.go.jp

Twitter
情報発信強化中！

アンダーバー

（※本稿において意見に係る部分は筆者の個人的見解であり、所属組織の見解を示すものではありません。）

先月の金融庁の主な取組み
（令和４年５月１日～５月31日）
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インタビューの様子。
ライトスタンドを活用。

https://www.fsa.go.jp/news/r3/sonota/20220317/20220317.html
https://www.fsa.go.jp/news/r3/ginkou/20220511.html
https://www.fsa.go.jp/common/about/kaikaku/openpolicylab/kinyuuhousetu.html
https://www.fsa.go.jp/policy/kashikin/gambling/20220514.html
https://www.fsa.go.jp/news/r3/singi/20220518.html
https://www.fsa.go.jp/news/r3/shouken/20220518/20220518.html
https://www.fsa.go.jp/teach/kyouiku/01/01.html
https://www.fsa.go.jp/common/conference/danwa/index_kouen.html#Vice_Minister_for_International_Affairs
https://www.fsa.go.jp/soudan/2022soudan01-03/2022_01-03.html
https://www.fsa.go.jp/news/r3/ginkou/20220527.html
https://www.fsa.go.jp/news/r3/sonota/20220527/20220527.html
https://twitter.com/fsa_JAPAN
mailto:fsa_kouhou@fsa.go.jp

